
正答：（例） 

（けれども、）「プラスチックのひみつ」という本によ

ると、プラスチックはほとんどが石油から作られてい

るので、自然の中では分解されずに、ずっと残ってし

まうそうです。 

 

  

保護者の皆様には、日頃から本校の教育活動にご理解とご協力をいただいておりますことに、心から感謝を申し

上げます。 

 さて、本年８月に実施いたしました全国学力・学習状況調査の本校の結果がまとまりましたので、その概要をお

知らせいたします。今年度はコロナウイルス感染症感染拡大により、全国調査としては中止になりましたので、例

年行っている全国の調査結果との比較はできませんが、本校では、この調査の自校採点の結果を踏まえ、日常の授

業の改善に取り組んでまいります。 

 
課題の見られた領域 【書くこと】 

  この領域の問題は３問でした。領域全体の平均正答率は59.1%でした。その中でも、記述

式の問題は、正答率は19.3%で、無答率は8.8%でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※誤答のほとんどが、2 つ目の条件「何という本か 

ら取り上げて書いたのかが分かるように書く」が

できていなかったためでした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

課題の見られた領域 【数量関係】 

この領域の問題は５問でした。領域全体の平均正答率は46.0%でした。その中でも、記述式

の問題は、正答率は22.8%で、無答率は8.8%でした。このもっとも正答率の低かった問題は、

「数と計算」「図形」「数量関係」に関わる応用的な問題です。 

 

 

国語 

算数 

【今後の学校における指導】 

★「書くこと」領域の記述式問題において 

・授業の中で、書くための条件に合わせて、目的や意図に応じ、文章全体の構成や表現を工夫して文章を書く学習

を充実します。 

令和２年度 全国学力・学習状況調査の結果    

★正答率が低く、課題の見られた問題 

千歳市立千歳第二小学校 



 

 この問題は、長

い問題文の中に

は、すでに「求め

方」、「式」、「答え」

が書かれており、

式がどんなこと

を表しているの

かを問う、新しい

タイプの問題で

した。この長い問

題文の中で問わ

れているのは、赤

線部分の条件を

満たして、式がど

んなことを表し

ているのかを答

えることです。 

※誤答のほとんどは、「５」が「四角柱の底面の１辺の長さを表していること」を十分に記載できていないためで

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           平日の家庭学習については、87.7%の6 年生が1 日1 時間以上の家庭学習をしていると

回答し、今後の授業改善も含めた学校の授業内容とリンクした家庭学習をしていく事で一層 

の効果が期待できます。読書については、0～10 分未満の子が47.4％であり、各教科の問題文で何を問われて

いるのか読みとくためにも読解力が必要であり、読書活動を充実させていく必要があると考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正答：（例） 

５は、底面の１辺の長さが５㎝であることを表しています。４は、底面の１辺の長さが４つ分であることを表

しています。だから、５×４は、底面の１辺の長さ５㎝が4 つ分あることを表しています。 

【今後の学校における指導】 

★「数と計算」「図形」「数量関係」に関わる応用問題 

・授業の中で、図形の構成要素である辺の数や面の数、辺の長さなどを基に、立体図形と式とを関連付けて説明

する学習を充実します。 

・乗法の式の意味を言葉や数を用いて記述する学習を充実します。 

★正答率が低く、課題の見られた問題 

質問紙 


